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平成２７年度文部科学大臣表彰（社会教育功労者）について 
 
 地域における社会教育活動を推進するため多年にわたり社会教育の振興に功績のあった

者に対する文部科学大臣表彰の被表彰者が決定されました。本県の受賞者は次の２名です。 
 
１ 本県の受賞者 

氏名 山岸 正明（やまぎし まさあき） 荒井 玲子（あらい れいこ） 
年齢 ７２歳 ７９歳 
功労分野 青少年教育 人権教育 
主要経歴 日本ボーイスカウト鳥取連盟鳥取

第 11 団団委員長 
長島と鳥取を結ぶ会 

 
 
 
 
 

功績内容 

・日本ボーイスカウト鳥取連盟鳥取

第１１団を立ち上げ及び基盤強化

に尽力した。長年にわたって県内の

スカウトを対象とした情報技能講

習会の責任者として関わり、スカウ

トの情報教育の向上に貢献した。 
・ケータイ・インターネット教育啓

発推進協議会の会長として、ノーテ

レビデイの普及やインターネット

のフィルタリング設定に向けた啓

発など先進的な取組で子どもとメ

ディア・インターネットとの関わり

方の普及に重要な役割を果たして

きた。 

・鳥取県内でのハンセン病問題の理解を

深めるため、教育・啓発活動や交流活動

に長年取り組んだ。 
・平成１４年には「長島と鳥取を結ぶ会」

を立ち上げ、人権研修で講師を務めたり、

「長島愛生園」への親子訪問、パネル展

の開催を行った。 
・鳥取県ハンセン病に関する委員会の委

員を務め、資料集の作成や碑の建立に携

わった。 
・県事業の「ハンセン病問題学習会」講

師として、県内学校を訪問し、講師を務

めるなど児童生徒がハンセン病問題に対

する理解を深めるため活動した。 
 
２ 表彰式 

日時 平成２７年１１月２日（月）午後１時３０分から午後２時まで 
会場 文部科学省講堂（東京都千代田区霞が関３－２－２） 


